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栃木県におかれては、栃木県内の矯正施設と多様

な連携をしていただいています。

地域再犯防止推進モデル事業である「とちぎ薬物

再犯防止サポート事業」では、覚醒剤取締法違反な

どの薬物事犯者の社会復帰支援として、栃木県内の

刑事施設を満期で出所し、栃木県内に帰る人に対し

て、再犯防止教育プログラムの実施のほか、就労や

住居等の総合的な支援を実施いただいています。

加えて、再犯防止の広報・啓発活動として、シン

ポジウム等のイベントも開催いただいており、本年

度は１０月５日、「栃木県再犯防止のつどい」を栃

木県庁において開催いただきました。会場は新型コ

ロナウイルス感染症対策が万全にされており、参加

者の安全・安心に十分に配慮がなされ、関係者のご

尽力に頭が下がる思いでした。

栃木県内矯正施設も、刑務所作業製品の展示即売

会の実施や、少年鑑別所の心理技官による性格診断

の実施など、微力ながら協力させていただきました。

再犯防止の取組 ご紹介コーナー

農福連携、という言葉をご存じでしょうか。障

害のある方等が農業分野で活躍することにより、

自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取

組であり、近年、地域の課題解決方法の一つとし

て注目を集めています。この１０月から、TOKIO

の城島茂さんが農福連携の現場を訪ねる番組も

TBSでスタートしています（「とれたて笑顔！」

毎週日曜12:54〜13:00）。

なぜ法務省が農福連携？と疑問に思われる方も

いらっしゃるかもしれませんが、罪を犯した人の

中には、障害のある人を含め、就労するのに福祉

的配慮が必要な人が少なくありません。そのため、

当課においても、矯正施設を出た人に、農福連携

を通じた社会復帰という選択肢を提供できるよう、

事業者の見学や連携推進に向けた関係者との意見

交換など、様々な取組を進めています。１０月７

日には、関東農政局・関東信越厚生局と３庁合同

で、群馬県内で農福連携に取り組まれている事業

者の方々を訪問させていただきました。障害のあ

る方々が、生き生きと農作業をしている姿に、新

たな社会復帰の在り方を見た気がしました。

農福連携 人の心も耕す

更生支援の新たな可能性を探る

栃木県と栃木県内矯正施設の連携

「再犯防止のつどい」における展示即売会の様子

ソーラーパネル

の下で栽培されて

いるキャベツ

群馬の地で実る
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「子ども達の「できない」にしっかり向き合うこと」

更 生 考 ② 受刑者
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多摩少年院法務教官 鎌滝さん

平成1８年、長野

県の有明高原寮

にて法務教官を

拝命し、平成２４

年から多摩少年

院にて勤務。

現在は集団寮の

主任として、同僚

と共に、２０人ほど

の子ども達の教

育・指導に当たっ

ている。

当課課長が栃木県で講演しました

９月９日、栃木県薬物再犯防止推進会議にお

いて、当課滝浦課⻑が栃木県の地域再犯防止推

進モデル事業関係者の皆様に向けて「再犯防止推

進法の施行による社会の変化」をテーマに講演し、

「再犯防止」に関連した施策の流れがどのように

発生し、進展してきたのか等を概説させていただ

きました。

再犯防止や矯正施設に関することなど、自治

体内部や関係機関の方々に対する研修などで解

説する必要がありましたら、どうぞ当課までご

相談ください。ニーズに応じて、最適な職員を、

もちろん無料で派遣させていただきます。

病室から見える壁の蔦の葉が全部落ちた時が、自分が

死ぬ時…。それが、女性は壁に描かれた葉に救われる。

「最後の一葉」で知られるオー・ヘンリーは、経緯はと

もあれ、３年余り刑務所暮らしをした。

全国の平成30年の刑事施設入所者は18,272人で、戦

後もっとも少ない。一方で、刑務所に再び入る人たちが

いる。平成30年では10,902人、およそ６割を占める。

平成30年の仮釈放者（12,299人）と満期釈放者(8,733

人)別に見たデータがある。出所後に帰る場所に挙げら

れているのは、やはり家族と親族を合わせた割合が最も

多い。仮釈放者で55.8％、満期釈放者で29.4％。その陰

で見逃せないのが「その他」でくくられている割合だ。

仮釈放者が2.5％なのに対し、満期釈放者は実に42.0％

を占める。「その他」とは、「帰る場所がない」の近接

表現とも考えられる。

家族・親族は当事者との関係に疲弊した状態にありが

ちである。実際に家族らと居住できる割合はそう大きく

ないかもしれない。社会での足場となる職業と併せ、物

理的な孤立が心理的孤立になる。

オー・ヘンリーの世界にはつらい人生を送っている人

が登場する。幸せの風が通り過ぎてしまった後の風景な

のである。それでも、そこには、風雨にも揺るぎない支

えとなる蔦の葉がある。人によって象られた葉である。

少年指導に当たる鎌滝さん

再犯防止のことなら、

当課にお任せくださ

い︕


